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こ
れ
ま
で
に
百
人
以
上
の

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
と
の
情

報
か
お
る
が
、
救
助
当
局
者

ら
は
死
者
・
行
方
不
間
者
が

最
大
三
千
人
に
上
る
可
能
性

とをで

ダｙ才旨

E腐………捕1

垠,………c

Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る

八
百
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と

の
見
方
を
示
し
た
。

る
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
、

コ
プ
タ
ー
な
ど
の
風
圧
に
よ

Ｉ
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１

一
部
の
被
災
地
上
空
の
飛
行

論
と
児
意
合
わ
せ
て
約
二
戸

五
十
人
が
い
た
と
み
ら
れ
苓

小
学
校
で
の
救
出
に
つ
い

を
禁
じ
、
陸
上
の
款
前
作
薬

石
重
機
な
ど
を
使
わ
な
い
よ

う
呼
び
掛
け
た
。
地
元
当
局

者
に
よ
る
と
、
ギ
ン
サ
ウ
ゴ

ン
村
を
合
む
周
辺
十
一
の
村

の
住
民
価
二
千
人
以
上
が
避

難
所
に
移
動
し
た
。

　
十
七
日
の
被
災
当
時
、
教

て
、
レ
リ
ア
ス
州
知
事
は
「
生

存
者
が
い
る
兆
候
は
な
い

が
、
希
望
は
持
ち
続
け
て
い

軍
な
ど
は
十
八
日
、
ヘ
リ
ー
る
」
と
語
っ
た
・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
調
整
員
比
到

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ

り
の
被
災
者
支
援
へ
、
国
原

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
び

マ
ニ
ラ
に
到
着
し
た
。
十
九

日
、
被
災
地
に
入
る
。

「
’
ま
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
日
本
か

ら
医
師
、
看
護
師
計
二
人
の

追
加
派
遣
を
決
め
た
。
十
九

日
に
出
発
し
、
二
十
日
に
被

災
地
入
り
す
る
予
定
。

　
奥
谷
さ
ん
は
マ
ニ
ラ
で
、

金
光
教
平
和
活
動
セ
ン
タ
ー

現
地
事
務
所
の
職
員
一
人
と

合
流
。
被
災
地
で
は
同
国
南

耶
レ
イ
テ
医
師
会
と

医
薬
品
、

資
を
調
達
す
る
と
い
う
。

　
出
発
に
先
立
ち
、
奥
谷
さ

ん
は
Ｊ
Ｒ
岡
山
肌
で
「
現
地

の
地
理
に
詳
し
い
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

フ
ィ
リ
ピ
ン
支
部
な
ど
の
指

示
を
受
け
な
が
ら
早
急
に
医

響
〒
ズ
を
見
極
め
、
今
後

の
支
援
を
考
え
た
い
」
と
話

し
た
。
（
長
安
亜
矢
子
）
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